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６／２５ 梅雨の晴れ間に・・・芝生で思いっきり 
 久しぶりによいお天気になりました。お昼の休憩時間にたくさ

んのなぎさっ子たちは、芝生の運動場で思い思いに遊んでいまし

た。みんな、先生たちも一緒になって鬼ごっこやかけっこ、 

ドッジボールなどをしています。「芝生の上のはだしは、きも 

ちいい？」と聞くと「もちろん！！」の返事。ドッジボールは、 

男女一緒になって思いっき 

り投げ合っていました。 

                  鬼ごっこも人気です。走

りすぎて転んでもそこは、

芝生の上。けがの心配もあ

りません。なぎさっ子の運

動能力のうち、足を使う種

目が毎年全国平均を上回る

のもうなずけます。 

 

先生たちが本気で走り抜けていく 

様子を見て負けじと後を追います。 

 サッカーもなぎさっ子が大好き 

なスポーツです。チャイムが鳴っ 

た後は、みんなで楽しかったこと 

を話しながら教室に向かいます。 

♪Let’s  start cleaning time.♪ 

 

 

                立夏（５月６日）から立 

冬までの約半年間、子ども 

たちは、芝生のグランドを 

裸足で走り回り遊んでいま 

す。登校後は、靴下を脱い 

で素足になり、「布ぞうり」 

をはいて過ごします。下足場 

から芝生グランドへ裸足にな

って我先に駆け出す子どもたちは、元気いっぱいです。芝生は、

なぎさ公園小学校の特色の１つ。裸足のよさについて子どもたち

の反応を見ると「涼しくて気持ちいい。」 

と大好評。休憩時間には鍛えられた裸 

足で思いっきりグランドを駆け回る 

姿があちこちで見られます。 

休憩時間に外で遊ぶ割合が高いの 

も納得ですね。 

  

 

 

 

 

 

 

 

校長通信 

ヤマモミジの園芸品種、あるいは春に出る

葉がオタマジャクシ 
調理器具の玉杓子に似ている事から付

けられた。カエル類の一般的な幼生

は、親との外見の相違が大きく、また

魚類にも見えない独特の形である。休

憩時間にビオトープで捕まえたと言っ

て見せてくれました。教室で飼うそう

です。 

 

 

 

 

葉は長さ５センチ、幅３センチほどで７～

９つに裂け、縁にギザギザが目立つ。夏は

緑色に、秋には黄色あるいは褐色に変化し

て落葉する。・他のモミジと同様、新葉の展

開と共に花が咲くが、花は葉と同じような色

合いであり、分かりにくい。 

 

 

 

 

６／２５ 梅雨の晴れ間に・・・ 

・・・・・ビオトープでわくわく 
         翌日は“なぎさ 

であそぼう“ 

（学校説明 

会）です。お 

客様にビオト 

ープの生き物

を見せようと、オタマジャクシなど、

いろいろな生き物を見つけてくれまし

た。喜んでくれるといいね！！ 

なぎさの麦茶・・・おいしいね 
 2 年生の自然生活の授業では、麦

を収穫して麦茶をつくりました。一

粒一粒みんなの手で穂先を摘み、集

めた麦をほうろくで炒って、すり鉢

ですって、お茶パックにつめて麦茶

の出来上がりです。香ばしくておい

しい香りがあたりに広がります。手

作り、ほんもの体験の醍醐味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月の生活目標 
・まわりの人にやさしくしよう 

・水分補給をこまめにしよう 

・ふるえる心を発揮しよう 

カメラを向けると、に

こにこしながらポーズを

つくってくれました。 


